
栃木県における
食品の安全性確保に関する取組について

栃木県 保健福祉部
生活衛生課 食品安全推進班
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1.食品の安全性に不安を感じていますか？

2.食品の安全を守る仕組み

3.栃木県の施策

本日の内容



1.食品の安全性に不安を感じていますか？
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食品の安全性について
あなたは、不安を感じていますか？
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食品の安全性に不安を感じている方が、
食品のどのような部分について不安を感じているか？

(%)
食品添加物

残留農薬

輸入食品

食中毒

遺伝子組換え食品

放射性物質

H30(2018)年～R４(2022)年度 県政世論調査 結果
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2.食品の安全を守る仕組み

食品の安全を守る仕組み
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リスク管理
評価の結果に基づき、すべての
関係者と協議しながら、リスク
の軽減、回避のために政策を決
定し、実施する機関

厚生労働省、農林水産省
消費者庁、環境省 等

食品を摂取することにより、
「どのくらいの確率」で、「ど
の程度」の健康への影響が起き
得るのかを科学的知見に基づき
評価を行う機関

リスク評価

食品安全委員会

評価依頼

結果通知

リスクコミュニケーション 消費者、事業者など関係者全員が相
互に理解を深め、意見交換をする。
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食品の安全を守る仕組み
（食品添加物の安全性審査の手続きフロー）

（食品安全委員会HP/厚生労働省HPから引用）

指定要請者

①要請

②要請受付

③意見聴取

④受理

⑤食品健康影響評価の実施
例）ADI（許容一日摂取量）

= 5mg/Kg体重/日 ⑥通知

⑦食品添加物の指定、
使用基準・成分規格の設定
例）菓子に2.5g/Kg以下

薬事・食品衛生審議会

厚生労働省
（食品衛生法）

食品安全委員会
（食品安全基本法）
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諮問 答申

リスク評価
リスク管理

●食品添加物としての必要性・有用性の検討
●食品健康影響評価結果に基づき食品添加物

の指定や規格・基準を設定

●科学的にリスクを評価
●評価結果について広く一般に意見を募集
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厚生労働省と栃木県の関係

指定添加物（473品目）

厚生労働省
食品衛生法施行規則

使用基準/成分規格/保存基準

食品、添加物等の規格基準

栃 木 県
食品衛生法

第28条(収去)/第55条(製造許可)

食品衛生法施行規則

食品衛生法施行令

食品衛生法施行条例

栃木県食品衛生監視指導計画

（食品添加物における監視業務）

（令和４(2022)年８月30日）
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3.栃木県の施策
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●とちぎ食の安全・安心・信頼性の確保に関する条例

●とちぎ食の安全・安心・信頼性の確保に関する基本計画

４期計画（令和３(2021)年度～令和７(2025)年度）

基
本
目
標

１ 生産から販売に至る各段階に
おける食の安全の確保

(1) 生産段階での安全確保

施
策
目
標

①安全で、環境に調和した農産物の生産の推進

個
別
事
業

6 事業

②安全で、環境に調和した畜産物の生産の推進 4 事業

③安全で、環境に調和した水産物の生産の推進 2 事業

④安全で、環境に調和した特用林産物の生産の推進 2 事業

(2) 製造・加工・流通・販売段階での安
全確保

①食品等事業者による衛生管理の推進 4 事業

②食品等事業者に対する監視指導の充実 4 事業

２ 食の安全と信頼を支えるため
の体制の充実及び連携強化

(1) 体制の充実及び関係機関の連携強化
（平常時の対応）

①食品安全行政の総合的な推進（放射性物質対策を含む） 2 事業

②監視指導体制及び検査体制の充実・強化 3 事業

③事業者が安全な食品を生産、製造するための技術開発と研究の推進 3 事業

(2) 健康被害の未然防止や拡大防止 ①健康危機管理体制の強化 2 事業

３ 消費者の食に対する信頼性の
確保

(1) 消費者、事業者、行政間の情報共有
①消費者、事業者、行政間の情報の共有の推進 4 事業

②消費者相談体制の充実・強化 2 事業

(2) 消費者、事業者、行政間の相互理解
の促進

①消費者、事業者、行政間の相互理解の促進と支援 5 事業

②環境に配慮した消費活動の推進 2 事業
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栃木県食品衛生監視指導計画

●食品、添加物等の安全性を確保し、県民の健康保護を図るため、食品衛生法第24条に基づき策定

なお、宇都宮市では「宇都宮市食品衛生監視指導計画」が策定されている。

●監視指導の役割分担

県庁生活衛生課
（1）監視指導計画の策定
（2）監視指導計画等の実施状況及び違反事実等の公表
（3）国の関係機関、他の都道府県等及び庁内関係部局等との連絡

調整
（4）HACCPに基づく衛生管理を実施する施設の監視指導（専門

監視）

健康福祉センター（保健所）
（1）法等に基づく営業許可施設等の監視指導
（2）違反食品等に係る調査及び指導
（3）食中毒に係る調査及び処分
（4）食品等事業者によるHACCPに沿った衛生管理を含めた自主

衛生管理の推進・指導

保健環境センター
（県南・県北健康福祉センター）

（1）法に基づく規格・基準に係る検査
（2）食中毒調査に係る検査
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食品供給行程（フードチェーン）の各段階における監視指導の実施

食品は、生産から消費に至るまで、全ての行程において消費者の健康被害を発生させるリスクを有していること
から、食品供給行程（フードチェーン）の各段階の区分に応じて監視指導を実施している。

監視指導事項
1. 施設の構造設備基準や公衆衛生上必要な措置が遵守

されていること。
2. 製造基準、保存基準及び添加物等の使用基準が遵守

されていること。
3. 食品表示の基準が遵守されていること。

農政部、環境森林部等と
連携して監視指導を実施

9 施設数 約1万6千施設数 約2千施設数

農畜水産物 卸売市場 食品製造業 飲食業 消費者

約4千施設数

販売業者

令和４(2022)年３月末現在の食品衛生法における営業許可数
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年度
健康福祉センター対応分

監視計画件数
結果

（件数）
達成率

〃 29(2017) 13,362 14,275 106.8 %

〃 30(2018) 13,316 13,812 103.7 %

令和 元(2019) 13,385 14,564 108.8 %

〃 ２(2020) 13,408 10,424 77.7 %

〃 ３(2021) 7,500 5,159 68.8 %

栃木県食品衛生監視指導計画に基づく監視結果
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収去検査の実施状況（牛乳及び加工乳を除く）

年 度
収 去
検体数

不良
検体数

（実数）

不良理由（延数）

違反率
（％）

大腸菌群
添加物

使用基準
その他

平成29(2017) 2,364 71 24 3 49 3.0 

平成30(2018) 2,358 55 18 1 39 2.3 

令和元(2019) 2,308 42 26 1 25 1.8 

令和2(2020) 1,717 24 10 0 20 1.4 

令和3(2021) 1,475 5 3 0 3 0.3 

区 分
収 去
検体数

不 良
検体数

不良理由（延数）

大腸菌群 その他

魚介類 41 0 0 0
冷凍食品 60 0 0 0
魚介類加工品（かん詰・びん詰を除く） 34 0 0 0
肉卵類及びその加工品（かん詰・びん詰を除く） 109 0 0 0
アイスクリーム類・氷菓 57 2    2 0
穀類及びその加工品（かん詰・びん詰を除く） 76 0 0 0
野菜類・果物及びその加工品（かん詰・びん詰を除く） 212 0 0 0 
菓子類 59 *1 *1 *1 
清涼飲料水 91 0 0 0
酒精飲料 21 0 0 0
その他の食品 222 2 0 2 
牛乳類、乳製品等 92 0 0 0
生乳 60 0 0 0
有害物質（汚染物質）モニタリング検査（国産） 168 0 0 0
有害物質（汚染物質）モニタリング検査（輸入） 31 0 0 0
遺伝子組換え食品検査 14 0 0 0
食物アレルゲン検査 20 0 0 0
放射性物質検査 108 0 0 0

計 1,475 *5 *3 *3 

令和3(2021)年度 食品等の収去検査

*：複数の不適合がある場合があるので合計数は一致しない。
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令和3(2021)年度 遺伝子組換え食品の検査

令和3(2021)年度 食物アレルゲン検査

検 体 の 種 類 検査の種類 検体数 結 果

大豆 定量 10 適正な表示であった。

トウモロコシ 定性 4 安全性未審査の遺伝子組換え食品は検出されなかった。

特定原材料の種類 検 査 食 品 検体数 検出件数

乳 和生菓子、洋生菓子、焼菓子、調味料等 10 0 
卵 和生菓子、焼菓子、豆腐等 10 0 

令和3(2021)年度 放射性物質検査

検査項目 検 査 食 品 検体数 検出件数

放射性セシウム
牛、豚、鶏卵、牛乳、はちみつ、天然氷、
野菜類、海水魚

108 0 
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アニサキス幼虫
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とちぎ県民だより7月号（VOL.381）「安全な“食”は健康の源」より

とちぎHACCPについて

食品の安全性を確保するため、
HACCP（ハサップ）の手法を取り
入れて、基本的な衛生管理を確実に
続けることができる施設を認証する
栃木県独自の制度です。
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とちまる食の安全通信

県では、消費者向けの食に関わる情報を

SNSを通して週1回程度提供しています。

スマートフォンなどからご覧ください。
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YoutubeFacebook twitter

御静聴ありがとうございました
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